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テーブル

テーブル

フラットにストレスなく。
しかも強固に固定出来る

横から見た図

他社製真空吸着テーブル（溝タイプ）

池田製作所製真空吸着テーブル（多孔穴タイプ）

横から見た図

溝幅が大きい為、真空
引きすると板厚の薄い
材料にうねり等のスト
レスが生じる

●センタースルー仕様
　　　（エア、切削油）導入
　　　　●水溶性切削油の改善
　　　　　●クーラント循環フィルター
　　　　　　     開発、運用（自社製品）

●自社製真空テーブル
　設計、製作

●PCDエンドミル採用
●単結晶ダイヤモンド採用
●特殊超鋼研磨加工
　（外注）

●自動検査センサー
　（タッチプローブ）
●自社開発マクロ
●実績データ

COMPANY INFORMATION

ものづくり補助金
活用

ここがポイント！

平成 27 年度Point

立
形
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
：

全
景
。マ
ク
ロ
技
術
の
応
用
で
短
時
間
で

操
作
可
能
に

自動検査センサー（タッチプローブ）：
マシニングセンタに取付け、加工素材にセンサーが接
触して形状を測定

立形マシニングセンタ：
タッチパネルでパラメーターを素早く入力

真空テーブル：
立形マシニングセンタを活用して製作
表面の微細な穴から吸引し、表面を真空に

真空テーブル：
立形マシニングセンタを活用して製作
真空テーブルで固定した樹脂素材を加工

今後の展望

Futu
re

株式会社池田製作所
代表者名／池田 龍宏
資本金／300万円
従業員数／11人
創業・設立年月／1971年4月
事業内容／プラスチック製品製造
住所／滋賀県湖南市大池町2-2（湖南工場）
　　　本社：滋賀県甲賀市水口町本町1丁目6-21
TEL／0748-75-2826
FAX／0748-75-8121
E-mail／info@ikeda-pura.main.jp
URL／https://ikeda-pura.main.jp

代表取締役

池田 龍宏
　当社の強みは以下の5点です。
①鏡面加工技術：通常、樹脂の切削面は透明にはならず、濁ってしまいま
す。当社独自の刃物使用により、バフ掛け無しで、背景が透けるほど透
明度の高い鏡面に仕上げられます。

②同時5軸加工技術：従来の3軸加工では、何度も素材の位置を変える必
要がありました。同時5軸加工により精確、最小工数で加工できます。

③特殊ネジ加工：同業他社では入手できない切削工具を保有しているた
め、JISやISO規格に対応できない複雑な形状のねじを加工できます。
④マクロ技術を用いた切削加工技術：マクロを使って切削加工をプログラ
ミングすることで、急な仕様や条件の変更にも迅速に対応できます。
⑤精密治工具製作技術：樹脂のため、サイズ、形状等柔軟に対応できます。
　「新型コロナ禍では、CSR活動の一環として飛散防止パネルを300枚
作り、滋賀県内の幼稚園、小学校に寄贈しました。当社はこれからも社会
に貢献し、チャレンジ精神を忘れず、優れたモノづくりをしていきます。」

誰もがワクワクするよう
な魅力あるモノづくりを
しています

補
助
事
業
実
施
前
は
半
導
体
製
造
装
置
の

塩
ビ
製
部
品
の
加
工
な
ど
が
中
心
で
し

た
が
、
現
在
は
テ
フ
ロ
ン
な
ど
、
わ
ず
か
な
温

度
変
化
で
加
工
精
度
が
変
わ
っ
て
し
ま
う
よ
う

な
、
よ
り
付
加
価
値
の
高
い
加
工
が
増
え
て
い

ま
す
。
今
後
は
セ
ル
ロ
ー
ス
・
ナ
ノ
フ
ァ
イ
バ
ー

と
い
っ
た
、
よ
り
微
細
で
軽
量
な
新
素
材
の
加

工
に
取
り
組
ん
で
い
き
ま
す
。
ま
た
、
宇
宙
産

業
、
航
空
機
産
業
な
ど
、
最
高
レ
ベ
ル
の
技
術

が
求
め
ら
れ
る
部
品
の
加
工
に
も
進
出
し
て
い

き
た
い
と
思
い
ま
す
。

　

現
在
の
工
場
に
移
転
し
て
14
年
が
経
過
し
、

工
場
の
新
設
・
移
転
を
計
画
し
て
い
ま
す
。
工

場
の
敷
地
面
積
を
現
在
の
１
・
２
倍
に
増
や

し
、
レ
イ
ア
ウ
ト
を
改
善
し
て
従
業
員
の
動
線

を
最
適
化
し
ま
す
。
ま
た
工
場
内
の
温
度
管
理

を
精
確
に
か
つ
均
一に
行
い
、
温
度
に
よ
っ
て
変

化
す
る
素
材
の
加
工
精
度
を
最
大
化
し
ま
す
。

工
場
の
中
枢
に
ミ
ー
テ
ィ
ン
グ
エ
リ
ア
を
設
け
、

そ
こ
で
従
業
員
全
員
で
試
作
品
の
デ
ザ
イ
ン
を

考
え
た
り
、
ゆ
っ
た
り
休
憩
し
た
り
で
き
る
よ

う
に
し
ま
す
。

本
補
助
事
業
で
購
入
し
た
マ
シ
ニ
ン
グ

セ
ン
タ
を
活
用
し
て
、
真
空
テ
ー

ブ
ル
を
製
作
し
ま
し
た
。
樹
脂
な
ど
の
素

材
を
Ｎ
Ｃ
フ
ラ
イ
ス
盤
な
ど
で
加
工
す
る

際
に
、
通
常
は
バ
イ
ス
や
両
面
テ
ー
プ
な

ど
で
素
材
を
固
定
し
ま
す
。
し
か
し
、
バ

イ
ス
だ
と
素
材
に
力
が
か
か
り
、
薄
い
場

合
は
素
材
が
反
っ
て
し
ま
い
、
精
度
の
あ

る
加
工
が
で
き
な
く
な
り
ま
す
。
ま
た
両

面
テ
ー
プ
で
は
、
加
工
中
の
発
熱
を
抑
え

る
た
め
に
ク
ー
ラ
ン
ト
（
水
溶
性
切
削
油
）

を
注
入
し
な
が
ら
加
工
す
る
と
、
両
面

テ
ー
プ
が
剥
が
れ
て
し
ま
い
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
素
材
と
そ
れ
を
載
せ
る
テ
ー

ブ
ル
の
間
を
真
空
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

素
材
を
テ
ー
ブ
ル
に
固
定
す
る
真
空
テ
ー

ブ
ル
を
使
う
の
で
す
が
、
他
社
製
の
真
空

テ
ー
ブ
ル
は
溝
幅
が
大
き
い
た
め
、
真
空

引
き
す
る
と
板
厚
の
薄
い
材
料
に
う
ね
り

等
が
生
じ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
当
社
で

製
作
し
た
真
空
テ
ー
ブ
ル
は
多
孔
穴
タ
イ

プ
の
た
め
、
フ
ラ
ッ
ト
か
つ
強
固
に
固
定

で
き
ま
す
。
微
細
孔
で
、
穴
表
面
の
切
削

ゴ
ミ
の
蓄
積
も
あ
り
ま
せ
ん
。

本
補
助
事
業
に
取
り
組
ん
だ
き
っ
か
け
は
、
寸
法
精
度
と
生

産
性
を
向
上
し
て
、
高
付
加
価
値
製
品
の
受
注
を
強
化
す

る
た
め
で
す
。

　

そ
れ
ま
で
は
当
社
の
既
存
設
備
が
古
く
、「
高
精
度
の
加
工
が

で
き
な
い
」、「
自
社
で
精
度
の
高
い
測
定
が
で
き
な
い
」、「
切
削

加
工
に
時
間
が
か
か
る
」
と
い
っ
た
問
題
が
あ
り
ま
し
た
。
ま
た
、

従
業
員
の
ス
キ
ル
レ
ベ
ル
に
差
が
あ
り
、
精
度
の
高
い
加
工
に
は

何
年
も
の
熟
練
が
必
要
な
状
況
で
し
た
。

　

本
補
助
事
業
で
最
新
鋭
の
マ
シ
ニ
ン
グ
セ
ン
タ
（
ｘ
、
ｙ
、
ｚ
の

３
軸
同
時
制
御
マ
シ
ニ
ン
グ
＝
３
次
元
）
の
導
入
と
複
雑
な
操
作

を
自
動
化
す
る
自
社
独
自
の
マ
ク
ロ
技
術
（
１
次
元
）
を
設
備
に

融
合
す
る
こ
と
に
よ
り
、
４
次
元
加
工
が
実
現
出
来
ま
し
た
。
こ

の
事
に
よ
る
効
果
は
加
工
精
度
が
そ
れ
ま
で
の
50
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
か
ら
、
樹
脂
切
削
加
工
の
限
界
と
さ
れ
る
10
マ
イ
ク
ロ
メ
ー

ト
ル
以
下
に
ま
で
向
上
、
加
工
の
た
め
の
段
取
時
間
は
３
割
削
減

で
き
ま
し
た
。
ま
た
、
自
動
検
査
セ
ン
サ
ー
（
タ
ッ
チ
プ
ロ
ー
ブ
）

の
装
備
に
よ
り
、
精
度
の
高
い
測
定
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
装
置
メ
ー
カ
ー
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
受
講
に
よ
り
、
ス
キ
ル
の

低
か
っ
た
従
業
員
も
高
精
度
の
加
工
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
自

信
と
い
う
さ
ら
な
る
１
次
元
が
育
ち
つ
つ
あ
り
ま
す
。
少
し
ず
つ

で
す
が
高
付
加
価
値
製
品
の
受
注
も
増
え
「
ワ
ク
ワ
ク
す
る
モ
ノ

づ
く
り
」
を
実
感
し
て
い
ま
す
。

対
象
類
型 

 

も
の
づ
く
り
技
術
（
精
密
加
工
・
製
造
環
境
、

機
械
制
御
・
測
定
計
測
、
複
合
─
新
機
能
材
料
） 

事
業
類
型 

一
般
型

株
式
会
社 

池
田
製
作
所

４
次
元
加
工
で
樹
脂
加
工
に
お
け
る
寸
法
精
度
の

限
界
点
へ
の
挑
戦
及
び
生
産
性
の
向
上

妥協なきクオリティと

最高のサービスをお届

けいたします

会社HP 既存設備が古いため最新の加工技術の
活用、開発が出来ない


